
平成１８年度浄化槽推進関係予算の概算要求について

１．健全な水循環に資する浄化槽の整備促進 １８，９２９百万円

汚水処理施設の効率的・効果的な整備を図るとともに、循環型社会の形成を推進

するため、健全な水循環に資する浄化槽整備の一層の促進に必要な予算を計上。

○ 浄化槽整備費補助金 １０，４２９百万円

廃棄物処理施設整備費に浄化槽の整備に要する予算を計上。

○ 循環型社会形成推進交付金 ８，５００百万円

循環型社会形成推進交付金に浄化槽の整備に要する予算を計上。

浄化槽整備事業の内訳 【単位：百万円】

平成１７年度 平成１８年度 対前年度比

予 算 額 予算額（案） ％

浄化槽整備事業 (１９，８５７) (１９，７７４) ( ９９．６)

総 額 １８，９２９ １８，９２９ １００．０

浄化槽整備費補助金 (１５，９２９) (１０，４２９) ( ６５．５)

１５，９２９ １０，４２９ ６５．５

循環型社会形成推進交付金 ( ３，９２８) ( ９，３４５) (２３７．９)

３，０００ ８，５００ ２８３．３

上段（ ）は、内閣府〔沖縄〕、国土交通省〔北海道、離島〕計上分を含めた額

※ 上記のほか、内閣府に汚水処理施設整備交付金を計上

５７，０３６百万円の内数
・ ）５７，０３６百万円の内訳は未定（平成１７年度は７５億円

・地域再生計画に基づいて、環境省、農林水産省、国土交通省所管の汚水処理施

設の整備を効率的に行うために、事業間での融通や年度間での事業量の変更が可

能な予算。
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２．国の支援措置の充実・強化のための助成制度の見直し

○ 合併処理浄化槽の設置に伴う単独処理浄化槽の撤去費の助成対象化

既存の単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換を推進するため、合併処理浄

化槽を設置する際に、単独処理浄化槽を撤去しなければ合併処理浄化槽を設置で

きない場合にその撤去費用を助成対象とする。

○ 湖沼対策等の充実

ア．支援措置の拡充

湖沼法の指定地域における高度処理浄化槽の整備を促進するため、当該地域

の国庫助成を拡充する。

イ．浄化槽市町村整備推進事業（市町村設置型）の要件緩和地域への追加

湖沼法の指定地域及び第６次水質総量規制の対象地域を市町村設置型の整備

戸数の要件緩和地域（年間10戸）に追加する。

○ 浄化槽設置整備事業（個人設置型）の助成対象の拡大

浄化槽の性能の向上や社会生活の変化に対応し、個人設置型における助成対象

について、設置費用の４割から５割に拡大する。

３．浄化槽整備のための支援強化

○ 浄化槽整備推進事業の推進 １００百万円

浄化槽整備の促進に資するよう、経済性・効率性に優れた浄化槽整備の効果や

維持管理の重要性についての理解を一層進めるため、タウンミーティング等の普

及啓発事業を引き続き実施する。

① 生活排水対策に関するタウンミーティングの開催

② 市町村長を対象としたトップセミナーの実施

③ 維持管理に関する啓発普及

４．浄化槽の効率的な維持管理の推進

○ 効率的・効果的な法定検査の実施手法等に関する検討調査の実施

１０百万円
法定検査の受検率向上に資するために効率的・効果的な実施手法を検討する。


